
東北⼤学「社会にインパクトある研究」 〜持続可能で⼼豊かな社会の創造〜

優れたものづくり⽇本を活かす戦略と体制

令和４年度における活動実績・成果の概要
■（概要）”ものづくり戦略⼈材の教育（PBL教育）の新たな取組①

D5 グランドデザインの提案時(2017年)から6年⽬（令和4年度）に
あたり、「産官学⺠共創エコシステムの場形成プラットフォーム構
築」を推進するため、新たな取組①の事業費を獲得、その予算を使っ
て、本学及び東北地域6県＋新潟県の国公⽴⼤学9校からなる「みちの
くアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム（MASP）」に
本学の教育研究のノウハウ等を提供、並⾏してMASP域内の超広域的な
エコシステムの場形成に向けた「産学連携インフラの構築」の「起業
環境の整備」ネットワーク形成もMASP1年⽬の活動として取組んだ。

今後5年間にわたり本活動に挑戦する。
■新たな取組①︔活動費の獲得と活動実績・成果の概要
活動費① JST「⼤学発新産業創出プログラム（START）⼤学・エコシ
ステム推進型スタートアップ・エコシステム形成⽀援」事業（5年間）

本採択を受け、東北・新潟の10⼤学を中核に、幹事⾃治体の仙台市
と地域内外の協⼒機関で形成した「MASP」は、⼤学の技術成果・技術
シーズを活⽤し、国内外の課題解決を図る⼤学発スタートアップの創
出を加速することができた。具体的には、（1）起業を⽬指す教職員、
⼤学院⽣に「みちのくGAPファンド」を配分した伴⾛型⽀援、
（2）誰もが受講できるアントレプレナー教育プログラムの開発・提供、
（3）起業環境の整備、（4）東北・新潟のスタートアップ・エコシス
テムの形成・発展を推進することができた。

事業費︔ R3補正予算(1年間︔2.4億円+間接費30％）＋
R4本予算(×5年) 0.8億円/年+間接費30％/年

東北⼤学は、MASP10校の主幹校として前項(1)~(4)を推進した。
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関連ホームページ
1) MASPウェブサイト https://michinoku‐academia‐startup.jp/
2) JSTウェブサイト（外部）

https://www.jst.go.jp/pr/info/info1566/index.html
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新たな取組①
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優れたものづくり⽇本を活かす戦略と体制

令和４年度における活動実績・成果の概要
■”ものづくり戦略⼈材の教育（PBL教育“の新たな新たな取組②

加えて、D5理念に記載の「未来を⾒据えて設計し実践できる⼈
材」育成を推し進めるため、⺠間の助成⾦を獲得、本学の既存の
アントレ教育リソースを活⽤しつつ、「未来構想Lab」、「価値
創造⼯房」、「異能アントレ・チャレンジ」からなる３つの枠組
み（三綱領）の新たな取組②教育を学部1年〜2年⽣（⾼度教養教
育）を対象に開始した。ここでは、独創的な三綱領かなる新教育
視点を融合することで、10年後のあるべき未来を⼤胆に描き、切
り開くことのできる異能アントレ⼈材の早期発掘と教育を図る⽬
的とした。今後3年間にわたり本活動に挑戦する。

■新たな取組②︔活動費の獲得と活動実績・成果
活動費② (社）三菱みらい育成財団助成事業「カテゴリー３（先
端・異能発掘・育成プログラム）」（3年間）を獲得

本採択を受け、東北⼤学に⼊学した学部1年⽣（2年⽣も）から、
卓越した能⼒を持つ⼈材を早期（⾼度教養課程）に発掘し、本プ
ログラムの受講に取組むことで異能候補者の発掘と育成を図った。
・異能候補者の発掘には、新設の「未来構想Lab」や「価値創造
⼯房」の教育機会を通じて⾏い、異能候補者の育成には東北⼤学
のリソースを活⽤した「異能アントレチャレンジ」に挑戦する機
会を作った。

詳細を右図を参照のこと。
事業費︔ R4〜R6年 直接経費2,000万円／年 ×3年間

新たな取組②

関連ホームページ https://mirai‐entre.org/
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令和４年度における活動実績・成果の概要

みちのく（MASP）起業家教育の共通プログラムの図

START事業の採択によりMASP域内（東北・新潟）10⼤学の受講を希望する学⽣等が全て受講可能な状態を実現する。
具体策として、①動機付け・意識醸成、②コンピテンシーの形成、③社会実践、の各段階に応じたプログラムを整え、本プログラムに⾮参
加の⼤学等も含め、東北・新潟の⼤学等の受講者8,000⼈/年を⽬指す。 なお、令和4年度は本事業の1年⽬にあたり、機関毎の準備年度
とする。
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令和４年度における活動実績・成果の概要

4

アントレ・コンピテンシー（起業に限らず、⼈を魅了する未来をデザインし、それを実社会でカタチにできる卓越したアント
レ思考を形成する能⼒）をベースにする教育体系、コンピテンシー基盤型教育（CBE︓Competency-Based
Education）を、本プログラムを通じて構築して⾏く。R4年度は、その基盤作りの準備年度とした。

【能⼒群１︓アイデア・機会】
機会発掘⼒、未来創造⼒、
創造性、価値創造⼒、サステナビリティー

【能⼒群２︓リソース】
意志⼒、⾃⼰認識⼒、
活⽤⼒、経済リテラシー、リーダーシップ

【能⼒群３︓アクション】
⾏動⼒、挑戦⼒、実践学習⼒、
企画⼒、協働⼒
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※赤字：Basicコンピテンシー（アントレ基礎教育）
※青字：Advancedコンピテンシー（アントレ発展教育）
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優れたものづくり⽇本を活かす戦略と体制
令和４年度における活動実績・成果の概要
「D5 ものづくり」プロジェクトに計画する「産学連携インフラの構築」については、JST-START事業では、「起業環境の整備」を⾏った。例えば令

和4年度（START事業1年⽬）は、各⼤学に起業相談窓⼝を整備し、各⼤学が起業に関する諸規定の整備を進め、起業を志す⼈が気軽にアプローチできる
環境を醸成した。また、MuNES（みちのく⼤学間起業⽀援室ネットワーク）の基礎固めを⾏い、各⼤学での課題や問題についてのアドバイスをタイム
リーに共有できる仕組み作りを⾏った。

起業の際に特に留意すべき兼業規程や利益相反マネジメント、起業後のストックオプションの受領ルールや兼業先での知的財産の取扱などについて簡
易的な調査を⾏うMASP全共同機関（10⼤学）で内容を共有できるようにした。規程の解釈や運⽤についても、プラットフォームで情報交換等が出来る
体制を構築した。

プロトタイプ作製のコーディネート機能については、東北・新潟全域で強化を図ることとし、試作に強みのある⺠間企業と連携して、プロトタイプ教
育研修を⾏なった。プロトタイプ製作過程の実例及びノウハウを教育プログラムの⼀環としてコンテンツに落とし込む施策も実施した。

MASP広域で多岐にわたる研究シーズへの対応が可能なようにプロトタイプ製作会社と連携し、プロトタイプ制作の6つのフロー（⽅向性決定、コンセ
プト⽴案、制作、練り上げ、テスト・評価、量産設計・試作）を体系化し、ベンチャー特有の⼀点もの試作品開発へのプロセス管理概念の教育を浸透さ
せ、実践で活⽤しスタートアップ創出の加速⽀援を⾏った。

START事業では、GAPファンドの運⽤やプロトタイプ製作の⽀援を⾏う伴⾛者の育成も重要だと捉え、アントレ教育指導者/⽀援⼈材の育成も図った。

東北コンソーシアム試作コーディネートオフィス（TPCO） 本プログラムが最終的に⽬指す起業環境整備⽬標 55

新たな取組①
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6

試作の⺠間会社（菊池製作所）＝ 試作のHub機関

「産学連携インフラの構築」の別の実施形態として、産総研（東北センター）を軸とする各県公設試験センター間ネットワークとSTART
事業のMASP域内 “TPCOネットワーク”を連結する活動を実施、具体的にはTPCO担当が各県公設試験センターを訪問して信頼関係を構築。

令和４年度における活動実績・成果の概要

図 起業環境の整備（Hub & Spoke 構想の具現化）
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令和４年度における活動実績・成果の概要

ST-1 & 2  アントレナーシップ入門
・エシカル・アントレプレナーシップ
・アート思考を活用したアントレプレナー教育

小中高

教員＆
社会人

学部
1年～2年生

起業家

ST-3 小中高むけ起業家教育

社会実践（含アントレ教育後）コンピテンシーの形成動機付け・意識醸成

学部
院生

ST-4  経営スタッフ向け起業
家教育（URA&事務系）

ST-5   地域・デザインスタジオ
（宮城大と連携）

・教員プロアポ活用、・地域課題PBL

ST-6   大学シーズ発価値創
造教育
(教育ノウハウの機関展開)
・研究シーズ発事業検証教育
& 価値創造教育

ST‐7  イノベーション学生フェロープログラム

ST‐8  サイエンスショップ型
PBL

ST‐9  社会レジリエンスプログラム

ST-10  海外研修プログラム
・リーンスタートアップ、デザイン思考、
ケーススタディーなど

ST‐11  起業教育/ケーススタディ/
経営戦略プログラム

ST-12   ビジネスプラ

ンブラッシュアップ教育
(共同機関連携へ)

・ユーザーヒアリング実
践

・顧客ニーズ＆サプラ
イチェーン検証

ST-13アジアにおけるアントレプレナープログ

ラム ビジネスプランブラッシュアップ教育

・国内大学、アジア系大学と連携

ビジネスアイデアコ
ンテスト

アクセラレーションプ
ログラム

(国際連携含む)

リベラルアーツプログ
ラム

・資本政策、知財戦
略、事業戦略など

e-起業塾

（オンライン部会で
追加準備中）

スタートアップカフェ
起業家・VCとの体験談共有 試作・顧客ヒアリン

グプログラム
(国際連携含む)

R4年度スタート
R5年度
開講予定

東北⼤学のSTART事業予算で整備した新たなアントレプレナー教育プログラム（ ST1-13 ＋その他）
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優れたものづくり⽇本を活かす戦略と体制
令和４年度における活動実績・成果の概要令和４年度における活動実績・成果の概要

⼊学前海外研修キャリアデザイン事前研修

AO⼊試でいち早く⼤学⼊学が決まった⾼校3年⽣，１５名に対して
本学で実施している⼊学前海外研修プログラムと連携して，現地派遣
前の事前研修として未来構想Labのキャリアデザイン研修を実施した。

創造⼯学研修〜価値創造⼯房〜

⼯学部１年⽣の必須科⽬である創造⼯学研修（後期セメスター，
１単位）で価値創造⼯房を実施。１年⽣１４名，TA学⽣５名の体制
で講義を実施した。創造⼯学センターや新たに設置したTPCOオ
フィスなどのプロタイプ作成環境を利⽤。本プログラムと特徴とし
てるコンピテンシーに基づく教育効果測定も実施した。

タリン⼯科⼤学
将来のキャリアビジョン等のエッセイに基づいて選抜した学⽣10

名（学部1，2年⽣4名，3年⽣以上6名）をタリン⼯科⼤学へ派遣，
現地でe-Governanceに関する１週間のワークショップを多国籍
チームで実施した。加えて，パリのエコールポリテクニークとも連
携し，タリンでの研修前後でオンラインおよび現地での3⽇間の
Deep-Tech研修を実施。科学×デジタル×社会のアントレマインド
醸成プログラムを実施した。

図②‐1 AO⼊試⼊学前海外研修キャリアデザイン事前研修

図②‐2創造⼯学研修の⾵景 図②‐3 タリン⼯科⼤学の研修

D5理念に記載の「未来を⾒据えて設計し実践できる⼈材」育成を
推し進めるため、異能アントレ⼈材の早期発掘と育成を図った。

代表的な事例を以下に例⽰する。

新たな取組②

関連ホームページ https://mirai‐entre.org/


